Glycerol 筋の弛緩並びに脱 Hysteresis に及ぼす酸及びアルカリの影響 by 伊藤 登 et al.
札幌医誌　　9　（4），224～226　（1956）
Glycerol筋の弛緩並びに脱Hysteresisに及ぼす酸
　　　　　　　　　及びアルカリの：影響
伊藤登榊原勉藤田敬治
　　札幌医科大学生理学教室　（主任　永井教授）
The　Influences　of　Acid　and　Alkali　on七he　Relaxa七ion　and
　　　　Dehys七eresis　of　Glycerinated　Muscle：Fiber
　　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　NoBoRu　ITb，　TsuToMu　SAKAKiBARA　and　KEm　FuJiTA
　　　DepαγtmentげPILysioJo．qy，　Sαpporo　UuiverS吻（ゾMeelieine
　　　　　　　　　　　（Chief：　PTof．　T．　NAaAf）
　先に丸山1）は，adrenalineの脱hysteresis作用に関し
て報告し，濃厚adrenalineが塩濃度全範囲にわたり短縮
を抑制すると述べ，かかる現象はadrenaline自体の作用
の他に溶液のpHの関与も又考慮すべきことを示唆した
が，著者も前報L’）において，酸性物質たるhistamineが
同様の傾向を有することを観察し，his七amine自体の作
用の他にその溶液のpHの影響も考慮すべきことを示唆し
た。
　かかる見地から，glycerol筋における弛緩並びに脱hys－
teresis作用に関して，酸及びアルカリの影響を精査すべ
く本実験を行い，その成績を得たので発表するものである。
　　　　　　　　　　実瞼方法
　1・　91ycerol筋竹製方法
　丸山3）に同じ。
　2．ATP溶液
　前報2）に記載せる如く，0．2％（4×10－3M）溶液を使用
した。
　3．酸及びアルカリ溶液
　酸及びアルカリ溶液として，HCI及びK：OHを用い，そ
れぞれHCI濃度10－4・・一　10－1規定，　KOH濃度10－5～工O－1
規定範囲の各溶液を作製して実験に用いた。猶この場合
buffer中のsaltの影響を考慮して，各液の調整にはbuf－
ferを使用しなかった。
　4，弛緩実験及び脱hysteresis実験はともに前報2）に
従った。
　　　　　　　　　　実瞼成績
　1．弛緩作用
　Fig．1に示す如く，酸側においてはHCI濃度10－4　Nで
は殆ど弛緩作用なく，HCI濃度10－3Nに至り軽度の弛緩
が見られる。猶HC1濃度の上昇とともに弛緩は増加する。
　アルカリ側においては，Fig．1に示す如く，1（OH：濃度
10－5Nにては殆ど影響なく，　KOH濃度10－4　Nより弛緩
が認められる。又KOH濃度の上昇とともに弛緩は増加す
る。
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　2．脱hysteresis作用
　Fig．2に示す如く，酸側においては，　HCI濃度10－4　N
にては殆ど影響なく，HCI濃度が10－2Nないし10－i　N
に至ると，対照では殆ど短縮を示さなかった。0．5～1．OM
KCIの領域においても，一様に30％の短縮を示すように
なる。又Fig．3に示す如く，アルカリ側においては，　KOH
濃度10－5Nにて殆ど影響なく，KO且濃度10－4　Nに至り
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Fig．　Z．　The　influences　of　HCI　on　the　ATP
contraction　of　glycerina七ed　muscle　fiber．
塩濃度全範囲にわたり短縮抑制を認める。K：OH濃度の増
大とともにかかる傾向は著明である。
　3．外観上の変化
　HCI及びKOH前処置のglycerol筋のATP短縮は対
照例に比較して，短縮速度は遅延し，又硝子状透明になり
伸展し易くなる傾向が認められた。
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Fig．　3．　The　infiuences　of　KOH　on　the　A［［［P
　contraction　of　glycerinated　muscle　fiber．
辱　　
　以上の成績より明らかな如く，HCI濃度10－3N以上，
KOH濃度10－4　N以上においては，　glycerol筋のATP
短縮に対して著明な弛緩作用を有し，しかも酸及びアルカ
リの濃度増加とともに弛緩は増加する傾向が認められた。
　脱hysteresis作用に関しては，弛緩作用を発現し始め
るHCI濃度，　K：OH濃度において，即ち酸素にあっては，
HCI濃度10－3N，アルカリ側においてはK：OH　10－A　N，以
上において，塩濃度全範囲にわたる短縮抑制が認められ，
且つ又この傾向はアルカリ側においてのみK：OH濃度の増
加とともに顕著である。しかしてこの現象は前記に述べた
著者のhistamine，2）丸山のadrenalinei）の成績と類似
する。且つ又adrenalineがpH　3．0を示し，　histamine
がp正【3．7を示すことを考慮すればadrenaline，　bistamine
の作用に対し，少なくも一部は酸の影響が関与すると考え
られる。しかしながら前面2）で述べた如くhistamine自
体の作用を，又同様にadrenaline自体の作用をも認めね
ばならない。
　従ってかかる酸及びアルカリの作用機影についても，前
面2）においてhistamineに関して述べたと同様に，　AM
のcohesionを切断するのみならず，直接AMの結合にも
作用し，AMを解離するものと考えられる。
　しかしながら，酸側のHCI濃度10－2　N，10－1　Nにおい
て，対照では，殆ど短縮しなかった塩濃度範囲でも，猶30
％の短縮を示す特異な現象に関しては，L．　Varga4）が高
温において，AMの熱変性に由来する熱短縮を槻察したと
同様に，強度の酸作用により，AMが変性凝固し，その結
果短縮を来したものと考えられるが，なおこの点に関して
は今後詳細な検討を要するものと思われる。
結 論
　glycerol筋の弛緩並びに脱hysteresisに及ぼす酸及び
アルカリの七去について弐の如き『実験成績を得た。即ち酸』
側にあってはHCI濃度IO一「’　N以上，アルカリ側において
はKOH濃度10－4　N以上の環境において，弛緩並びに脱
hysteresis作用を有す。又RC1濃度及びK：OH濃度の増
加とともにかかる作用は増大する傾向を認めた。
　猶かかる酸及びアルカリの作用機購に関してはAMの
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cohesionの切断のみならず，直接AMの解離に基ずくも
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Summary
　　　The’effects　of　acid　（HCI）　and．alkali　（KOH）　on　the　contraction　of　glycerinated　muscle
fiber　were　studied．
　　　1）　Without　load，　the　ATP　contraction　of　the　glycerinated　muscle　fiber　was　inhibited
when　the　fibers　were　treated　by　a　solution　containing　HCI（over　IO一’3　N）or　KOH（over
10”“　N）　before　immersion　in　ATP　solution．
　　　2）　With　load，　the　glycerinated　muscle　fiber　was　relaxed　by　the　coexistence　of　HCI
（over　10－3　N）　or　KOH　（over　10一”　N）．
　　　3）　The　mechanism　of　the　effects　of　acid　and　alkali　on　the　fiber　was　discussed．
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